
岩盤崩壊の解析は、崩壊した岩塊が落下し影響を及ぼす範囲を推定するとともに、衝撃の度合いや対策工の

妥当性を評価することを目的として実施されます。3DEC*を用いることで、落下する岩塊を実物と同様にモ

デル化し、リアリティの高い解析を行って崩壊の影響評価を行うことができます。 
*3DECは米国 Itasca社製のソフトウェアです 
 

豪雨による斜面の不安定化 
 
以下の解析例*は、柱状節理が発達した比高 100～150m に達する 70°を越える急崖斜面で、下端がオーバー

ハング状に不安定化した岩塊群（全 6 岩塊/背面傾斜 75°）の落下を想定したものです。斜面のモデルは、柱

状節理によるブロック化が良好に再現されるよう、航空レーザー計測で得られた点群データを 0.5m 間隔の

DEM データに加工して用いています。また、ロックシェッド、道路、ブロック積擁壁などもモデル化してい

ます。解析により崩落岩塊の速度やエネルギーを推定し、防護工の設計に役立てることができます。 

 
 

 
全岩塊の並進速度 

  

崩落対象岩塊群 個別要素法モデル（3DEC） 
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斜面防災のための 3次元解析 － 岩盤崩壊のシミュレーション 



 

崩落岩塊の運動状況（赤実線は運動軌跡） 

*中川光雄・神原規他：任意多面体ブロックでモデル化した個別要素法による岩盤崩落シミュレーション，第 39回岩盤力学に関するシンポジウム講演集，pp334-339, 2010. 
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